








要約:脆弱 X 症候群について調査用紙を作成し、自検例について身体発育と臨床像につい

て検討した。自検例では思春期前の症例のみであったが身長、体重とも健常児と身体発育

曲線とほぼ類似の経過を示した。頭囲は生下時は健常児と変わりはないが 2歳をすぎると

全例 50%タイルを超え 2SD をこえる症例も見られた。臨床像では phenotype として頭囲が

大きい、耳長の増大が見られたが、行動面で多動、注意集中困難が高頻度に認められた。

また精神遅滞の家族歴を有する例が半数以上認めた。


